
令和７年度第２回 高校生と議会のつどい（議会報告会）実施報告書 

開 催 日 時 令和７年１１月１２日（水） 午後１時４０分 ～ ３時００分 

開 催 場 所 木津川市役所 4階（会議室４－４） 

担 当 議 員 

班代表者 柴田 はすみ 

司 会 者 宮嶋 良造 

記 録 者 谷口 英子 

班    員 
（上記以外） 

兎本 尚之、山崎 光祐 

参 加 人 数 南陽高校生 １０人 

主な質疑 

・ 意 見 等 

◆メインテーマ 

「高校生からみた木津川市への想い」 

◆３班「木津川市の観光について」 

 

【事前質問】 

高Ｑ：駅の周辺に宿泊施設がないが、木津川市で宿泊する場所はあるのか。 

議Ａ：山城町に森林公園があるが、アウトドア目的の利用。観光客は主に

奈良市や京都市に宿泊していると思われる。 

 

高Ｑ：SNSによる観光の魅力発信は誰がしているのか。 

議Ａ：企画戦略部の観光商工課。木津川市観光協会も HPがある。Instagram

「きづがわいい木津川市」、Facebook「ええやん木津川」。動画による発信

も大切だと認識している。 

 

高Ｑ：ガイド付きのツアーなどはあるか。 

議Ａ：NPO「ふるさと案内かも」の皆さんが対応している。 

 

高Ｑ：周辺地域へのアピールは行っているか。 

議Ａ：京都駅構内にチラシ配布、今年は大阪関西万博などでも PRした。 

 

高Ｑ：観光アプリやゲームなどはあるか。 

議Ａ：アプリ「デジタル恭仁京」がある。 

 

【高校生への質疑】 

議Ｑ：どんな場所なら行ってみたいと思うのか？ 

高Ａ：友人と遊べるテーマパーク、食べ歩きできるような観光地、アスレ

チックや色々なスポーツが出来るような公園。 

高Ａ：アニメ・漫画のモデルになった場所を訪れる「聖地巡礼」に興味が

ある。木津川市でロケなどすることがあれば話題になる。 

 



主 な質 疑 

・ 意 見 等 

高Ａ：道の駅には家族でよく行く。 

高Ａ：遊べるような場所の近くに歴史的な遺跡があるといい。きっかけが

ないとなかなか遺跡には行かないと思う。 

高Ａ：サッカー観戦が趣味で、スタジアムの周辺で食事することが多い。

沖縄に家族で行った時にホテルの敷地内で完結するホテルステイを４日

間した。木津川市にそんな場所があれば行ってみたい。 

高Ａ：食べ歩きや歴史的建造物を見たりするのは好き。浄瑠璃寺に行った

ことがあるが、周りが寂しい印象だった。もう少しお店があればと思う。 

 

議Ｑ：木津川市の公式 Instagram「きづがわいい 木津川市」を見ての感

想はどうか。 

高Ａ：Instagramを見てみたが、動画は全体的に長く感じたし、ただ流れ

ているだけという印象だった。若い人が見たくなる工夫が必要だ。 

 

【意見】 

高：観光地が点在しているので周遊バスなどがあればいいのでは。 

高：商業施設とコラボしてイベント企画するのはいいと思う。 

高：紹介のあった商工会のスイーツ企画も一か所ではなく数か所で開催し

てはどうか。 

議：地元のお酒や食事を楽しんでもらって宿泊してもらうのが観光地とし

ては必要だが、本市はそこに課題がある。観光資源をどうやったらもっと

生かせるのか行政と考えていきたい。 

議：商工会で「スイーツカーニバル」というイベントを準備している。会

場はプラント駐車場。木津川市内にはケーキ屋さんが４０店ほどあり、そ

のうち８店が参加してくれることになっている。是非ともお友達や家族と

来て欲しい。 

高：木津川市は京都サンガ FC のホームタウン。２万人収容のスタジアム

で木津川市長が宣伝兼ねてメッセージを発信すれば効果的ではないか。 

高：先日あった「かもまつり」「恭仁京 FESTA」もそうだが、ネットでイベ

ント情報がなかなか出てこない㊟。発信に工夫が必要だと思う。 

高：最近はなんでも SNSと言われているが、意外と紙媒体をよく見る。ネ

ットを見る機会はあまりないので、チラシでの発信もして欲しい。 

高：ケーキ屋さんやパン屋さん情報も動画で発信したらいいと思う。 

高：フォロワーが増えれば Instagramのお勧めにも上がりやすくなる。フ

ォロワーを増やす努力を。 

高：木津川市にはケーキ屋さんやパン屋さんが多いとのことなので、国宝

×スイーツ等のコラボ企画でご当地スイーツやブランド化に挑戦してみ

ては。 

高：小学校の校外学習等で市内の国宝や文化財を訪ねてみては。 

高：情報発信はターゲットを絞るべき。例えば子連れと決めたら、小学校

にチラシを配布するなど。先生を通じてイベントを知るなども有効だと思

う。 

高：けいはんな万博に吹奏楽部として参加したが、非常に良かった。知っ

てもらう機会を増やすべきだ。 

議：体験型観光をもっと進めていくべきだと考える。例えば「ふるさとミ



 

 

 上記のとおり、報告します。 

 

令和７年１１月２８日 

 

木津川市議会議長 柴田 はすみ 様 

 

                      令和７年度第２回議会報告会    

第４班 代表者  柴田 はすみ 

ュージアム山城」で夏休みなどに体験型イベントを開催しているが毎回家

族連れに好評であることからも潜在的ニーズがあると分かる。 

議：観光を木津川市単独で考えるのではなく、周辺の地域と一緒に考える

のも一つの方法ではないか。 

 

 

㊟実際にイベント当日に市の公式 HP で「かもまつり」を検索しても情報

が出てこなかった。シャトルバス情報も HPには出ておらず、公式 LINE

にのみ掲載されていた。 

 

 

質問・要望等

で行政側へ報

告すべき内容 

 

そ の 他 

特 記 事 項 

 


